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ユーロ圏金融政策（2022年10月）
2会合連続で0.75％ポイントの利上げ

2022年10月28日

金融緩和の巻き戻しはかなり進んだとECBは評価

ECB（欧州中央銀行）は10月27日（現地）の理事会で市場予想通り0.75％ポイントの利上げを決定し、

主要リファイナンス金利（銀行がECBから1週間資金を借りる際の金利）を2%、中銀預金金利（銀行が

ECBに資金を預け入れる際の金利）を1.5％としました。利上げ幅は前回9月に続きユーロ発足来最大です。

2会合連続での大幅利上げの最大の理由はインフレ率の顕著な上振れです。9月の消費者物価指数はエネ

ルギー価格の高騰を主因に総合で前年同月比9.9％、食品・エネルギー等を除くコアでも同4.8％と、ECB

の目標値である2％を大幅に上回っています。また、失業率は直近の8月で6.6%と、ユーロ発足来最低で、

賃金上昇率の高まりも見込まれます。更に、最近のユーロ安もインフレ圧力を高める一因です。

ECBは利上げ継続を想定する一方、7月に利上げに転じてから計2%ポイントの利上げを実施した結果、

金融緩和の巻き戻しはかなり進んだと評価しています。会合毎に決定するとしながらも、現状の景気減速

や景気下振れリスクの高まりに言及しつつ、利上げペースの鈍化を示唆したと考えられ、前回から明らか

に金融引き締め姿勢が後退しています。需要の鈍化や天然ガス価格の下落などに鑑みれば、インフレ率は

今後鈍化すると見込まれ、当社は次回12月に0.5%ポイント、次々回の来年2月に0.25%ポイントの追加

利上げで、利上げ打ち止めと想定しています。ECBの金融引き締め姿勢の後退を受け、理事会後にドイツ

の10年国債利回りは大幅に低下し2%を下回り、ユーロ・米ドルは1ユーロ＝1米ドルを割り込んでいます。

（出所）ブルームバーグ

※中銀預金金利は決定日ベース

（2020年初～2022年10月27日）

ユーロ圏の金利と為替ユーロ圏の消費者物価指数

（出所）リフィニティブ

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（2000年1月～2022年9月）（前年同月比、％） （％） （米ドル／ユーロ）
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